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Ⅰ 予算の概要

● 県の令和８年度当初予算は、「やまぐち未来維新プラン」に沿った県づくりの成果
の上に立って、本県の更なる飛躍を目指し、「成長と安心の好循環」に向けた、新た
な挑戦を速やかにスタートさせる予算として編成しています。

● 環境生活部では、「成長と安心の好循環」に向けて、部としての重点施策を３つ掲
げ、県民の安心・安全を守る取組や、持続可能な地域づくりに向けた取組を強力に推
進します。

１ 基本的な考え方

≪環境生活部 令和８年度予算における重点施策≫
◆「やまぐち版クマ被害防止対策パッケージ」によるツキノワグマ総合対策の推進
◆持続可能な社会の実現に向けた包括的な環境政策の展開
◆県民生活に寄り添う暮らしやすく安心な地域づくりの推進



Ⅰ 予算の概要

２ 予算額等

増減率増減額R７当初R８当初区 分

157.3%2,060,3463,595,8865,656,232環 境 生 活 部 計

110.0%45,949460,368506,317総 務 費

124.6%85,273347,261432,534民 生 費

169.2%1,929,1242,788,2574,717,381衛 生 費

（１）予算額
（単位：千円）



増減率増減額R７当初R８当初区 分

112.8%75,319589,458664,777県民生活課（人権対策室）

125.6%55,903218,171274,074男 女 共 同 参 画 課

261.2%1,858,0241,152,6003,010,624環 境 政 策 課

102.1%11,767570,434582,201生 活 衛 生 課

80.6%△132,968686,773553,805廃棄物・リサイクル対策課

150.8%192,301378,450570,751自 然 保 護 課

157.3%2,060,3463,595,8865,656,232環 境 生 活 部 計

103.1%30,335982,2871,012,622給 与 関 係 経 費

133.7%304,315902,2841,206,599一 般 行 政 経 費

215.0%1,744,3611,516,8453,261,206施 策 的 経 費

90.4%△18,665194,470175,805県 営 建 築 事 業 費

（２）内訳（所属別・経費区分別）

２ 予算額等

（単位：千円）



Ⅱ 重点施策の推進
「やまぐち版クマ被害防止対策パッケージ」によるツキノワグマ総
合対策の推進

県民の安心・安全の確保を図るため、「やまぐち版クマ被害防止対策パッケージ」を策定し、ツキノ
ワグマ対策を総合的に実施する。

■令和6年度は、出没件数、捕獲頭数、人身被害者数いずれも過去最多
⇒ 令和7年度は秋以降、出没件数減少・捕獲頭数も大幅減少。人身被害も発生なし。

■一方、生息域を超えた出没割合の増加や日中の出没事案の発生など新たな事象も発生

本県における状況

県内の目撃件数・捕獲頭数（R7.12月時点） 捕獲位置

来年度以降、クマ
の出没等が増加す
る可能性も想定

【捕獲頭数】
R6：89頭
R7：21頭

やまぐち版クマ被害
防止対策パッケージ

の策定

県民の安心・安全
の確保に向け

● R5捕獲
● R6捕獲
● R7捕獲

生息域



○ 本県におけるクマ出没等の状況は、生息域を越えた出没割合の増加や日中の出没事案の発生などの従来なかった傾向が見られ、今後、状況悪化もありうることから、本県の実情に即
したクマ対策を、国の「クマ被害対策パッケージ」を取り入れながら「やまぐち版クマ被害防止対策パッケージ」としてまとめ、農林水産部や市町、猟友会、県警察等の関係機関と連携して
迅速かつ着実に実施 【各対策には国の「指定管理鳥獣対策事業交付金」を積極的に活用】

○ 合わせて、県民に向けては、市町や県警察、報道機関等の協力を得て、本県の現状や「冷静に正しく恐れ正しく対処」することの重要性を発信

その他事業・取組予算事業目指すもの対策時期

■市町における緊急銃猟体制整備
・各市町への緊急銃猟対応マニュアル作成支援
・市町・猟友会・県警察との連携体制構築
■県民のクマに対する正しい知識・理解の醸成
・本県におけるクマ生息の現状の発信(県HP、県警クマップ)
・日常生活・社会活動上の注意・禁止事項PR(HP、SNS等)
■市町、警察等における正しいクマ出没判断及び特性の理解
・「痕跡見分け方マニュアル」の充実、関係機関への理解促進
・県警察のクマ特性等習得研修への専門職員の講師派遣
■クマ出没警報の改善
・地域の実態や県・市町の役割分担等発令基準見直しの検討

■市町における緊急銃猟体制整備
・市町初期装備(盾・プロテクター・ヘルメット等)早期導入支援
【3月補正】

■クマハンターの確保・育成
・市町、猟友会と連携した射撃訓練の実施【3月補正】

 市町を中心としたパト
ロール・緊急銃猟体
制の早期整備

 クマ出没期に向けた
警戒体制の見直し

 県民に対する情報発
信の強化

■緊急対策

(春のクマ出没期を目途)

■クマハンターの確保・育成
・狩猟免許試験広報等の強化
・自衛隊・警察ＯＢへ狩猟免許取得や研修会への協力要請
・大学生等若年層への狩猟免許取得アピール強化

■県民のクマに対する正しい知識・理解の醸成
・本県におけるクマ生息の現状の発信(県HP、県警クマップ)
・日常生活・社会活動上の注意・禁止事項PR(HP、SNS等)

■クマハンターの確保・育成
・市町、猟友会、県警察と連携した人材育成研修の実施
【当初予算】

・狩猟免許取得経費助成の見直し【当初予算】
■緊急銃猟支援、錯誤捕獲対応
・市町の緊急銃猟等支援(パトロール経費・銃猟者日当・保険
等) 【当初予算】

・県クマレンジャー隊の錯誤捕獲対応等【当初予算】

 猟友会等関係機関
と連携したクマハン
ター確保・育成体制
の確立

 県民に対する情報発
信の強化

■短期対策

(令和8年度中)

■適切な個体数管理対策への移行
・科学的調査結果に基づく狩猟禁止措置の妥当性検証の国要望
・狩猟再開も含めた抜本的な個体数管理対策の見直し検討
■クマを人里に寄せ付けない対策
・人の生活圏とクマ生息域とのゾーニング・誘引物除去方法の検討
・ＡＩカメラ・センサー、ドローン等デジタル技術を活用したクマ監視・追い払いの
実施の検討
■クマハンターの確保・育成
・クマ銃猟の担い手に対する支援の検討
・広域でハンターを確保するための手法、ガバメントハンター等の検討

■適切な個体数管理対策への移行
・第６期第二種特定鳥獣管理計画へ改定に向けた、クマ個体
数調査(実施中)、及びコアエリアでの調査継続実施【西中国
山地保護管理対策協議会への国交付金】

■クマの生息状況・環境モニタリング調査
・捕獲クマの個体解析・DNA分析調査、堅果類豊凶調査の
実施【当初予算】

 適切なクマ管理体制
の確立

 クマとの棲み分け対
策の実行

 持続可能なクマハン
ター確保の検討

■中期対策

(令和8年度～)

やまぐち版クマ被害防止対策パッケージ



「やまぐち版クマ被害防止対策パッケージ」によるツキノワグマ総
合対策の推進

ツキノワグマ被害防止対策関連事業 〔予算額〕22,790千円新

本県の実情に即した総合対策「やまぐち版クマ被害防止対策パッ
ケージ」により、関係機関と連携した取組を迅速かつ着実に実施

趣 旨

事業内容

➢クマをよく知り、十分に備え、冷静に対処！
➢緊急的な対策を含め、必要な対応をパッケー
ジにより総合的に実施！

★事業のポイントはココっちゃ!

事業費内 容項 目

4,015〇市町の緊急銃猟体制整備等にかかる初期装備（盾・
プロテクター・ヘルメット等）の早期導入支援

緊急銃猟体制
整備等の支援緊急

対策 2,460○市町、猟友会と連携した射撃訓練の実施によるクマ
ハンターの確保・育成

捕獲の担い手
確保・育成

事業費内 容項 目

7,620○市町の緊急銃猟体制整備等にかかる経費（パトロール経費、銃猟者日当、
保険等）の支援

○市町、猟友会、県警察等を対象とした緊急銃猟に係る人材育成研修の実施

緊急銃猟体制
整備等の支援

短期
対策

1,586○県クマレンジャー隊によるクマ錯誤捕獲時の対応
○放獣体制の整備

クマの錯誤捕
獲時対応

3,509○餌資源調査、個体解析・DNA分析調査による生息環境及び生息状況の把握
○西中国山地ツキノワグマ保護管理対策協議会の開催

管理計画の進
行管理等

中期
対策

事業費内 容項 目

3,600○狩猟免許の取得支援（狩猟免許取得経費の助成）
・第一種銃猟免許助成額を増額

R7：20千円 → R8：53千円（条件：免許取得・登録、猟友会加入）

捕獲の担い手
確保・育成

短期
対策

ツキノワグマ保護管理対策事業（R8.3月補正）

ツキノワグマ被害防止総合対策事業

野生鳥獣管理対策強化事業(狩猟免許の取得支援）

【担当課室：自然保護課】

・正しい知識、理解
の醸成

・注意事項等の情報
発信

等の取組を実施

予算事業に併せて、

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）



ネットゼロ

サーキュラー
エコノミー

ネイチャー
ポジティブ

包括的な環境政策の展開

国では「時代の要請への対応」として、炭素中立（ネットゼロ）、循環経済（サーキュラーエコノ
ミー）、自然再興（ネイチャーポジティブ）等の環境政策を統合的に実施することを掲げており、
本県においても、この３つのキーワードを軸として、地域脱炭素・資源循環・生物多様性等に関する
様々な施策を包括的に展開し、持続可能な地域社会づくりを推進する。

【ネットゼロ】温室効果ガスが排出される量と吸収・固定される量の差し引きがゼロになること
【サーキュラーエコノミー】天然資源の投入量を最小化し、廃棄物の排出抑制や脱炭素化など環境負荷低減を実現する社会システムを目指すもの
【ネイチャーポジティブ】「自然を回復軌道に乗せるため、生物多様性の損失を止め、反転させる」ことを指す言葉

持続可能な地域
社会づくりを推進

Ⅱ 重点施策の推進
持続可能な社会の実現に向けた包括的な環境政策の展開



➢拡 2050ゼロカーボン・チャレンジ推進事業 【９頁】
➢ 拡 省・創・蓄エネの導入促進事業 【１０頁】
➢ ゼロカーボン・ドライブ普及啓発拠点整備事業 【１２頁】
➢ 新 ぶちエコやまぐち省エネ家電等購入支援事業 【１３頁】

ネットゼロに向けた取組

➢新 ぶちエコやまぐち３Ｒ＋（ぷらす）推進事業 【１４頁】
➢ 新 動静脈連携・高度化による資源循環促進事業 【１５頁】
➢ プラスチック資源化促進事業 【１６頁】

サーキュラーエコノミーに向けた取組

➢ 自然公園へＧＯ！ビジターセンターアップデート事業 【１７頁】

➢ 生物多様性地域連携促進事業 【１８頁】
➢ きらら浜自然観察公園管理運営事業 【１８頁】

ネイチャーポジティブに向けた取組

持続可能な社会の実現に向けた包括的な環境政策の展開

やまぐち版地域脱炭素2.0の実現

山口県循環型社会形成推進
基本計画の重点取組

生物多様性やまぐち戦略の推進

自然公園の最大限活用



2050ゼロカーボン・チャレンジ推進事業 〔予算額〕38,833千円

脱炭素社会の実現に向け、県民一人ひとりが気候変動の現状や既に顕在化している影
響を認識し、県民や事業者自らによる脱炭素型ライフ・ビジネススタイルへの行動変容
を促し、その定着を図る

（単位：千円）

事業費内 容項 目

7,639○未来環境アクション・プロジェクトの実施
高校生、大学生等を対象としたワークショップ、フィール
ドワーク等

〇山口大学グリーン社会推進研究会と連携した環境学習の実施
小・中学生を対象としたディベート大会

次世代を担う人材の育
成

13,177〇脱炭素に触れる体験型謎解きイベントの実施
〇ぶちエコやまぐちアンバサダーと連携した情報発信

2050ゼロカーボン・
チャレンジキャンペーン

3,067○官民連携による熱中症予防普及啓発の実施
〇適応策事例の収集・周知

ナッジ効果を活用した
適応策の推進

7,522〇「ぶちエコアプリ」を活用し、エコ行動を実践するため
の機会やインセンティブを継続的に提供

デジタルを活用した
行動変容の促進

6,793
〇家庭向け温暖化防止診断及びぶちエコサポーター登録制

度等の実施

山口県地球温暖化防止
活動推進センターと
連携した取組

635〇環境やまぐち推進会議の運営
〇地球温暖化対策優良事業所の表彰

会議・表彰

拡

拡 ネットゼロ

【担当課室：環境政策課】

趣 旨

事業内容 事業イメージ

➢企業や大学等と連携し、未来の
脱炭素を担う人材を育成！

➢体験型イベントやぶちエコアプリで
県民のエコ行動を促進！

★事業のポイントはココっちゃ!

持続可能な社会の実現に向けた包括的な環境政策の展開



〇省エネや再生可能エネルギー利用への意識向上及び取組促進のためのセミナー

・年２回開催

事業費内 容項 目

27,218
〇ＺＥＨ（ゼッチ）の啓発・導入支援

家庭部門に
対する取組

116,632〇脱炭素セミナー

〇専門家による省エネ診断

〇省エネ診断員の育成支援

〇やまぐち再エネ電力利用事業所認定制度

〇 中小企業者等向け省・創・蓄エネ設備設置補助金

業務その他
部門に対す
る取組

157,723〇「やまぐち版地域脱炭素2.0」の実現に向けた検討

〇山口県産省・創・蓄エネ関連設備等登録制度

〇太陽光発電設備等の共同購入支援

〇地球にやさしい環境づくり融資[融資枠:２億円]

両部門に対
する取組

（単位：千円）

ＺＥＨ（ゼッチ）の啓発・導入支援

拡

家庭部門

専門家による省エネ診断 業務その他部門

脱炭素セミナー 業務その他部門

省エネ診断員の育成支援 業務その他部門

新

拡

拡

省・創・蓄エネの導入促進事業 （１／２頁） 〔予算額〕301,573千円 ネットゼロ拡

山口県地球温暖化対策実行計画（第２次計画 改定版）設定したＣＯ2排出
量の削減目標の達成に向けて、民生部門（家庭部門、業務その他部門）を中心
に、省エネ化や地域の特性を活かした再生可能エネルギーの導入を進めるとと
もに、本県のエネルギー産業の振興に資する省・創・蓄エネ設備を普及

趣 旨

事業内容

〇総合住宅展示場でのイベントや宿泊体験によるＺＥＨの普及啓発

〇ＺＥＨ基準を満たした新築住宅の購入者に対する補助

【対象者】 県内に住所を有する（予定を含む）個人

【補助額】 200千円／件 【補助件数】105件

ＺＥＨ＋基準等を満たすＺＥＨを優先採択

〇省エネ診断員育成講座の受講料補助

・県が指定する「省エネ診断員育成講座」の受講料に対する補助

【対象者】講座受講者が所属する県内事業所（個人事業主含む）

【補助額】受講料の1/2（上限３５千円） 【支援事業所数】１０事業所

〇山口県事業者向け省エネ診断員の登録

・育成講座修了者を山口県登録省エネ診断員として登録

〇省エネの専門家を派遣して診断（実施件数拡充）

・設備の運用改善方法や省エネ設備への更新による経済的効果などをアドバイス

・再生可能エネルギー利用に対する取組を提案

➢省・創・蓄エネ設備の導入を
支援し、ＣＯ2等を削減！

➢省エネや再生可能エネルギー利用の
取組を促進！

➢やまぐち版地域脱炭素2.0の実現に
向けて検討を開始！

【担当課室：環境政策課】※次頁に続く

★事業のポイントはココっちゃ!

持続可能な社会の実現に向けた包括的な環境政策の展開



〇省・創・蓄エネ関連設備や次世代自動車等の整備時の低金利融資（一部利子補給）

※１ 省エネ診断の受診が要件、最大10年の利子補給あり
※２ 融資利率は今後変更の可能性あり

〇県内企業が製造・加工するなどした省･創･蓄エネ設備を登録（家庭及び事業者向け）

〇省・創・蓄エネ設備の設置に対する補助（県産設備に対しては上乗せ補助）
【対象者】中小企業者、中小企業団体、医療法人、社会福祉法人、学校法人等
【補助対象設備及び補助率・補助限度額等】

融資利率限度額融資対象主な対象施設

2.0％※２50,000千円中小企業等省・創・蓄エネ関連設備※1

2.0％※２5,000千円個人、中小企業等次世代自動車（電気自動車等）

中小企業者等向け省・創・蓄エネ設備設置補助金 業務その他部門

山口県産省・創・蓄エネ関連設備等登録制度 業務その他部門家庭部門

太陽光発電設備等の共同購入支援 業務その他部門家庭部門

地球にやさしい環境づくり融資 業務その他部門家庭部門

やまぐち再エネ電力利用事業所認定制度 業務その他部門

補助率･単価､補助限度額等[上乗せ単価]補助対象設備（対象規模）

50千円/kW [20千円/kW]①自家消費型太陽光発電(10～50kW)

単価（円/kWh）の1/3 [12千円/kWh]蓄電池（～61kWh）①

の

付

帯

蓄電容量×1/2×40千円/kWh車載型蓄電池

1/2 ※外部給電器は1/3【 63千円/kW】充放電･充電設備､外部給電器

2/3その他基盤インフラ設備

補助上限額
5,000千円

2/3 太陽熱560円/ｍ２

地中熱4千円/m２②熱利用設備（地中熱 ～220ｍ２）等

補助上限額
３,000千円

1/2 高効率空調180円/m2

高効率給湯690円/ｍ２
③高効率空調機器､高効率給湯機器等

｢やまぐち版地域脱炭素2.0｣の実現に向けた検討 業務その他部門家庭部門

拡

新

次世代太陽電池活用 地域新電力との連携産学官検討会

省・創・蓄エネの導入促進事業 （２／２頁） 〔予算額〕301,573千円 ネットゼロ拡

〇県内の再生可能エネルギーの電力利用に積極的に取り組む事業所を認定

【担当課室：環境政策課】

〇更なる地域脱炭素社会の拡大・深化を図るため、次世代型太陽電池の活用や地域新
電力との連携について、県と関係者で構成する検討会の開催等を実施

〇太陽光発電設備等の購入希望者を募り、一括調達によるスケールメリットを生かし
て通常より安く設置
・家庭向け： 太陽光発電設備（10kW未満）、蓄電池
・事業所向け：太陽光発電設備（10～2,000kW未満）

〇 非化石証書の購入希望者を募り、一括して調達することで再エネの調達に係る費用
の低減や事業負担の軽減等を図る

持続可能な社会の実現に向けた包括的な環境政策の展開



事業費内 容項 目

63,506○県有施設に太陽光発電設備、電気自動車等を導入し、
ゼロカーボン・ドライブの普及啓発拠点として整備

【R8整備予定（5か所）】
セミナーパーク、フラワーランド、
農林総合技術センター､山口総合支援学校､ 萩総合支援学校

県有施設のゼロ
カーボン・ドラ
イブ施設化

（単位：千円）

太陽光発電設備 電気自動車 充放電設備

■ゼロカーボン・ドライブ普及啓発拠点整備事業 〔予算額〕63,506千円

山口県地球温暖化対策実行計画（第２次計画 改定版）で設定した再生可能
エネルギーの導入目標の達成に向けて、県有施設を太陽光発電等の再生可能エ
ネルギー電力と電気自動車等を組み合わせたゼロカーボン・ドライブの普及啓
発拠点として整備するとともに、ＡＩ・ＩｏＴも活用した分散型エネルギーシ
ステム（地域脱炭素社会）を実現

ネットゼロ

趣 旨

事業内容

事業イメージ

➢再生可能エネルギーをＥＶに充電し、
移動時のＣＯ2を削減！

➢災害時は、ＥＶを"動く蓄電池"として活用！

【担当課室：環境政策課】

★事業のポイントはココっちゃ!

持続可能な社会の実現に向けた包括的な環境政策の展開



内 容項 目

対象製品を対象店舗で購入した者に対し、ポイント等を付与実施内容

山口県内に住所を有する個人

自らが現に居住又は、実施期間中に居住を開始しようとする県内の

住宅(併用住宅の場合は、店舗や事業所部分への設置を除く。）に
対象製品を設置する者

対象者

購入後、専用HPでの申請により、電子決済ポイントや商品券を付与付与方法

県内に所在する等、要件を満たす実店舗（営業所含む、ECサイト除く）対象店舗

令和８年５月下旬～令和９年２月実施期間

ポイント交付事業を実施する事業者への委託により実施

（プロポーザル公募により事業者を選定する予定）
実施方法

Point ☛ 以下５品目のうち省エネ性能の高い製品が対象

ポイント付与額 実施イメージ

Point ☛ 詳細なポイント数や対象製品、実施方法は事業開始までに決定

対象製品

総額１６億円程度を予定

2万円相当～

１万円相当～

例）省エネ性能等に応じて･･･

ぶちエコやまぐち省エネ家電等購入支援事業 〔予算額〕1,993,000千円 ネットゼロ新

現下のエネルギー価格等の高騰を踏まえた家庭における費用負担の
軽減を図るため、熱中症対策や家庭部門の温室効果ガス排出削減にも
資する省エネ性能の高い家電製品等の購入を支援

趣 旨
➢エネルギー費用の負担軽減に併せて、
熱中症対策と温室効果ガス削減にも寄与！

➢国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時
交付金」を活用！

事業内容

【担当課室：環境政策課】

★事業のポイントはココっちゃ!

持続可能な社会の実現に向けた包括的な環境政策の展開



事業費内 容項 目

2,658〇「あなたの３Ｒ＋」コンテスト・普及啓発

・３Ｒ＋の取組を募集し、優れた取組を表彰する
コンテストを開催

・応募資料を活用して啓発資材を作成・情報発信

３Ｒ＋普及啓発
事業

740〇企業や大学と連携した３Ｒ＋環境学習

・県内小中学校等において、３Ｒ＋に取り組む企業や

大学と連携した実践活動を伴う環境学習を実施

３Ｒ＋環境学習
事業

5,529〇フィールドを活用した３R＋実践活動の促進

・スポーツの試合会場で使い捨てカップ再資源化の
社会実験

・宿泊施設等でのプラスチックアメニティの削減

・取組の成果をフィードバックし、実践と定着を促進

３Ｒ＋促進事業

（単位：千円）
＜３Ｒ＋の取組を募集＞

＜ポスター・動画等作成＞

＜様々な場所で情報発信＞

リデュース リペア

「３Ｒ＋」の取組への関心向上

＜企業や県内大学と連携＞

＜実践活動を伴う環境学習＞
(例)講義と古着の回収・リメイク

日常生活での行動変容を促進

マイボトル持参 カップの回収

再生可能資源に変更

リフューズ

リターン

リニューアブル

「３Ｒ＋」の取組を実践、
定着を促進

「あなたの３Ｒ＋」

コンテスト・普及啓発

企業や大学と連携した

３Ｒ＋環境学習

フィールドを活用した

３R＋実践活動の促進

県民の３Ｒ＋への行動変容を促進

【企業・県内大学等】

ぶちエコやまぐち３Ｒ＋（ぷらす）推進事業 〔予算額〕8,927千円 サーキュラーエコノミー新

徹底的な資源循環の推進に向け、事業者・大学と連携し、様
々なフィールドや環境学習の場を活用し、県民の３Ｒ＋への行
動変容を促進

趣 旨

事業内容

事業イメージ

【担当課室：廃棄物・リサイクル対策課】

➢事業者と連携して実践活動を促進！
➢３Ｒ＋をスローガンに資源循環を
ジブンゴトに！

★事業のポイントはココっちゃ!

※３R＋（ぷらす）とは？
徹底的な資源循環に向け、従来の３Rの取組に加え
他の取組をプラスする、本県独自のスローガン

持続可能な社会の実現に向けた包括的な環境政策の展開



事業費内 容項 目

16,256〇資源循環に係る課題を有する県内企業へ、専門
家の「３Ｒ＋コーディネーター」を含む支援チー
ムを派遣し、動静脈企業とのマッチングを促進

３Ｒ＋コーディ
ネート推進事業

76,742〇産学公連携による廃プラスチック類や食品廃棄
物等の資源循環ビジネスの事業化に向けた検討

〇資源循環ビジネスの事業化に向けた事業化検討
調査、製品の環境配慮設計の検討への補助
・補助限度額 5,000千円（補助率1/2以内）

〇高度化リサイクル施設整備への補助
・補助限度額 50,000千円

（補助率：大企業1/3以内、中小企業1/2以内）

資源循環ビジネ
ス事業化促進事
業

2,695〇３R＋認定製品の認定・普及
・県内の循環資源を利用し製造された製品や、３

R＋の取組によって製造された製品を認定

〇３R＋認定事業所の認定・普及
・産業廃棄物の排出抑制やリサイクル、３R＋の

取組を実施している事業所を認定

３Ｒ＋製品等普
及事業

（単位：千円）

サーキュラーエコノミー動静脈連携・高度化による資源循環促進事業 〔予算額〕95,693千円新

サーキュラーエコノミーへの移行に向け、動静脈連携の促進や、動静脈産業を対象とした、技術開発から事業化検
討、普及拡大まで切れ目ない支援による資源循環ビジネスの事業化により、製品の設計・製造から再資源化に至るラ
イフサイクル全体における徹底的な資源循環を促進

趣 旨

事業内容 事業イメージ

【担当課室：廃棄物・リサイクル対策課】

➢廃棄物の徹底した減量化と最大限の活用を目指す！
➢資源循環に取り組みたい企業に、専門家を派遣！

★事業のポイントはココっちゃ!

持続可能な社会の実現に向けた包括的な環境政策の展開



プラスチックごみの減量化と脱炭素化を図るため、事
業者等の多様な主体と連携して、ごみとして焼却されて
いるプラスチックの地域での資源循環を促進

内 容項 目

〇民間提案によるプラスチック資源回収・リサイクルモデ
ルの実証
・事業所や家庭等から排出され、ごみとして焼却されて

いるプラスチックを資源として回収し、プラスチック
原料などに再資源化する実証事業を実施

プラスチック資源回収・
リサイクルモデルの実証

〇実証事業で生じた課題や回収促進に繋がる効果的な取組
などを検証

〇瀬戸内海プラごみ対策ネットワーク等と連携した環境学
習等の普及啓発イベントにより、広く県民や事業者等に
発信

〇周防大島町において、山口県立大学と連携した再生製品
の価値創出のデザイン、啓発手法の検討

課題・効果等の検証及び
周知

■プラスチック資源化促進事業 〔予算額〕7,000千円 サーキュラーエコノミー

➢周防大島町をフィールドに、山口県立大学と連携
して地域でのプラ資源循環を目指す！

➢効果的な普及啓発で海洋プラごみを削減！

趣 旨

事業内容

事業イメージ

【担当課室：廃棄物・リサイクル対策課】

★事業のポイントはココっちゃ!

令和7年度開始事業
→ 令和8年度は取組をステップアップ

持続可能な社会の実現に向けた包括的な環境政策の展開



事業費内 容項 目

395
○県、市、関係団体、有識者等から構成されるワーキング

グループにて体験学習プログラムや展示について検討
ワーキンググ
ループ

590○新たな体験学習プログラムの試行体験学習

27,649
○VR体験等を組み合わせた最新の展示への更新
○多言語化によるインバウンド対応

展示の更新

6,000○体験学習や休憩ができるスペースの設置
滞在環境の上
質化

（単位：千円）

ビジターセンター（秋吉台）の展示施工

○展示の多言語化
○最新の知見に基づく解説パネルや標本の増設
○洞窟内の３D映像やカルスト地形のドローン映像展示

（秋吉台ビジターセンター）
〇大正洞のミニ洞窟探検
○ビジターセンター発着のガイドコース新設
（角島）
○磯の生物観察会
○自然文化を体験するDAYキャンプの実施

新たな体験学習プログラムの試行

※仮イメージ

利用者数増加・自然と人とのふれあい・地域活性化

秋吉台ビジターセンターの展示施工

■自然公園へＧＯ！ビジターセンターアップデート事業 〔予算額〕34,634千円 ネイチャーポジティブ

秋吉台及び角島のビジターセンターについて、体験学習プログラムの創出や展示施設の更新等により利用者数の増
加を図り、自然と人とのふれあいや地域活性化を促進

趣 旨

事業内容
事業イメージ

➢ビジターセンターを核とした自然公園の魅力発信！
➢ワーキングによる多様な主体との協働！
➢ＤＣやジオパークとの連携による相乗効果を発揮！

★事業のポイントはココっちゃ!

デスティネーションキャンペーンやMine秋吉台ジオパークとの連携

【担当課室：自然保護課】

持続可能な社会の実現に向けた包括的な環境政策の展開



ネイチャーポジティブ

【担当課室：自然保護課】

■生物多様性地域連携促進事業 〔予算額〕890千円

■きらら浜自然観察公園管理運営事業 〔予算額〕71,381千円

趣 旨

事業内容

2030年までに陸と海の30％以上を保全する30by30などの新たな世
界目標に寄与するため、民間の取組等により生物多様性の保全が図
られている区域について、国の認定制度（「自然共生サイト」）へ
の登録を促進し、企業や団体、専門家等の多様な主体が協働・連携
して生物多様性を保全する体制を構築

事業費内 容項 目

606○企業・団体向け出前講座の実施
○やまぐち生物多様性応援宣言企業・団体の登録

○支援が必要な企業・団体のマッチング

○やまぐち生物多様性パートナー企業・団体の認定
○希少野生動植物種保護支援員の登録・育成及び自

然共生サイト認定（候補）地での保全活動の実施
○自然共生サイト認定（候補）地への専門家の派遣

やまぐち生物多様性
センター事業

284○県希少野生動植物種保護条例による指定種の検討
○条例指定種や指定候補種の環境調査

指定希少野生動植物
種保護対策検討事業

30by30達成へ寄与

本県の生物多様性の推進における重
要な拠点である「きらら浜自然観察公
園」について、指定管理により、管理
運営を行うとともに、魅力的な自然環
境学習の推進等を実施

趣 旨 事業内容

内 容項 目

○園内の野鳥や動植物等の観
察会や展示の実施

きらら浜自然観察
公園管理運営事業

（単位：千円）

➢やまぐち生物多様性センターを核とした
自然共生サイト登録等による取組拡大！

➢自然環境の保全＆自然とのふれあいや体験の
場を提供！

★取組のポイントはココっちゃ!

持続可能な社会の実現に向けた包括的な環境政策の展開

多様な主体と協働した生物
多様性の保全体制の構築
（自然共生サイトの登録促進）

事業イメージ

桜郷銅山跡農村公園自然共生サイト
（山口市、R6年度認定）
※写真はエコツアーの様子

園内の野鳥



男女共同参画、県民活動の活性化、県民の安心・安全確保対策、動物愛護など環境生活部が所
管する県民生活に密接する施策を強力に展開し、暮らしやすく、安心できる地域づくりの推進を図る。

Ⅱ 重点施策の推進
県民生活に寄り添う暮らしやすく安心な地域づくりの推進

➢新 男女共同参画センター設置事業 【２０頁】
➢ 拡 女性の活躍応援強化事業 【２１頁】

男女共同参画の推進の強化

➢拡 未来へつなぐ！若者の県民活動促進事業 【２２頁】
➢ 県民活動支援センター管理運営事業 【２３頁】
➢ 新 消費者被害防止対策強化事業 【２４頁】
➢ 拡 自転車の安全で適正な利用促進事業 【２５頁】
➢ 拡 犯罪被害者等を支えるまちづくり推進事業 【２６頁】

県民活動の活性化、県民の安心・安全の確保

➢新 地域で守る小さな命！やまぐち犬猫支援事業 【２７頁】

動物愛護に向けた新たな展開



男女共同参画の取組をより一層総合的に進めるため、
地域における関係者相互間の連携と協働を促進する拠点
となる「山口県男女共同参画センター（仮称）」の設置
に向けた施設改修や体制整備を実施

内 容項 目

山口県婦人教育文化会館（カリエンテ山口）内
（山口市湯田温泉）

設置場所

令和９年４月（予定）設置時期

〇設計委託・工事
・交流スペースの整備
・相談室の整備

施設整備

〇情報発信基盤の整備
・情報発信スペースの整備（デジタルサイネージ、図書・

デジタル図書等）
・ホームページの開設（関係機関・団体等の取組みなどの

集約・一元的発信）

〇男女共同参画推進コーディネーター（仮称）の配置

体制整備

新

山口県婦人教育文化会館（カリエンテ山口）→

交流スペース情報発信スペース 相談室

県民生活に寄り添う暮らしやすく安心な地域づくりの推進

男女共同参画センター設置事業 〔予算額〕46,874千円

趣 旨

男女共同参画の推進の強化

事業内容 事業イメージ

【担当課室：男女共同参画課】

➢センター設置による交流の促進！
➢情報の一元化やホームページ開設による発
信力の向上！

➢コーディネーター配置による連携の強化！

≪施設イメージ図≫

県内の関係機関・団体等による事業の調整・コーディネートと情報共
有の円滑化を司るセンターを設置

①関係機関・団体等の活動等に関する情報集約・発信と連携の強化
②男女共同参画に関する情報収集・提供の強化
③男女共同参画推進団体の交流促進と活動を支える人材の確保・育成
の強化

★事業のポイントはココっちゃ!



内 容項 目

〇産学公の連携による取組の県内全域への波及

・企業間交流会の開催による地域の女性活躍の加速化
・トップのメッセージ発信や好事例の共有による普及
・ＳＮＳによる女性活躍等に関する積極的な情報発信

やまぐち女性活躍応援団に
よる取組の普及・拡大

〇女性管理職アドバイザー制度
・県認定の「輝き女性サポーター」の

派遣等による県内事業所の女性管理職等への相談支援

女性管理職登用促進に向け
た女性管理職等への支援

〇やまぐち女性の活躍推進事業者宣言制度
・女性活躍推進法に基づく行動計画を策定

した事業者・団体に対する広報等による
支援

女性活躍に取り組む事業者
支援

〇地域の女性活躍応援
・拠点施設を活用した女性団体等の活動支援

(山口県婦人教育文化会館の使用料助成(上限１万円))
・女性活躍推進知事表彰実施

地域で活躍する女性支援

女性の活躍応援強化事業 〔予算額〕3,551千円 男女共同参画の推進の強化拡

事業者・大学・市町・関係団体等と連携した企業間交流・啓発
活動等により、より一層の女性の活躍を促進

趣 旨

事業内容 事業イメージ

【担当課室：男女共同参画課】

➢「やまぐち女性活躍応援団」による女性活躍の促進！
➢新たに企業間交流会を開催し、連携を強化！

★事業のポイントはココっちゃ!

新

県民生活に寄り添う暮らしやすく安心な地域づくりの推進



内 容項 目

〇プロジェクトチームの結成

・学生のスキルやアイデアを活かして、地域課題を解決する
ため、学生と団体が協働するチームを結成

・令和8年度は山口県立大学と連携して取組を実施

大学との連携によ
る団体の基盤強化、
協働の推進

〇団体活動説明会の開催

・高校生や大学生等を対象に、授業や講義、市町民活動支援
センターの行事等で団体の活動紹介を実施

〇マッチングイベントの開催
・県民活動に関心のある人と団体を結びつけるきっかけづく

りとしてマッチングイベントを開催

〇ボランティア体験会の開催

・団体の活動を実際に体験するとともに、若者向けに情報
発信を実施

若者の県民活動へ
の参加促進

高校や大学等と連携した県民活動の促進

新

新

未来へつなぐ！若者の県民活動促進事業 〔予算額〕7,700千円 県民活動の活性化拡

県民活動団体や大学等と連携して、「協働」による地域課題の解決に向けた取組を推進するとともに、参加機会の
創出や参加しやすい環境づくりを行い、未来の県民活動を支える若い世代の人材育成を図り、県民活動の裾野を拡大

趣 旨

事業内容 事業イメージ

【担当課室：県民生活課】

★事業のポイントはココっちゃ!

➢学生の発想で団体の課題に挑み、未来の担い手を育成！
➢山口県立大学と連携した取組を他大学にも展開！

県民生活に寄り添う暮らしやすく安心な地域づくりの推進



■県民活動支援センター管理運営事業 〔予算額〕36,393千円 県民活動の活性化

県民活動を促進する中核的支援拠点として、県民活動に関する
情報や資料の収集、相談・助言、研修の開催等を通じて県民活動
団体を支援

趣 旨

事業内容

事業イメージ

【担当課室：県民生活課】

➢人と情報がつながる、県民活動の拠点！
➢プロボノで活動団体の基盤力アップ！

★事業のポイントはココっちゃ!

内 容項 目

〇「やまぐちプロボノワーカーバンク」の管理や団体とプロボノ
ワーカーのマッチング及び支援を実施

※プロボノ：仕事上、身に付けた専門的な知識や技術を活かしたボランティア活動

プロボノ活用による
団体の基盤強化

〇市町民活動支援センターと連携して多様な主体との協働をコー
ディネート

協働の推進

〇県民活動やNPO法人に関する相談・助言
【開館時間】火～金：９時～２１時 土、日：９時～１７時

※休館：月曜、祝日、年末年始

相談・助言
研修の開催
交流機会の提供

〇県民活動に関する情報を一元的に提供する県民活動情報サイト
「山口県県民活動スーパーネット」の管理運営

〇県内全域を対象としたボランティアマッチングサイト「あいか
さねっと」の管理運営

情報収集・情報提供

プロボノ活用による団体の基盤強化

協働の推進

✦

✦

情報発信を
強化したい

プロジェクトを
発展させたい

相談 適任者
選任

プロボノ実施

県民生活に寄り添う暮らしやすく安心な地域づくりの推進



内 容項 目

〇体験型消費者教育コンテンツの更新
・体験型消費者教育コンテンツを更新し、消費者教育施設「まなべ

る」で活用するほか、学校教育及び家庭教育での活用に繋げる

消費者教育の
推進

〇消費者トラブルに関心の薄い層に対する効果的な啓発を実施
・若者目線の手法を取り入れた啓発及び情報発信をするとともに、

１８８マンを活用した啓発資材を配布するなどして、若年消費者
を中心に効果的な啓発活動を推進

効果的な啓発
活動

〇地域における見守り活動等の促進

・188見守りサポーターの活動促進
作成した啓発資材や消費生活に関する情報をサポーターに提供す
ることで効果的な見守り活動を促進

・消費者安全確保地域協議会の運営及び設置促進

・通話録音装置の普及啓発

見守り活動等の
促進

消費者教育の推進 効果的な啓発活動 見守り活動等の促進

「消費者力」の向上を図るた
め、タブレットを活用した体
験型教材のコンテンツの更新

１８８マンを最大限活用する
とともに、県消費生活セン
ター公式SNSにより幅広い世
代に向けた啓発を実施

配慮を要する消費者への対応
を強化するため、啓発グッズ
の活用やセミナーの開催によ
り見守り体制を強化

＜キーホルダー＞

《１８８マン》

＜コースター＞

消費者被害防止対策強化事業 〔予算額〕6,540千円 県民の安心・安全の確保新

消費者被害の未然防止・早期発見に向けて、あらゆる世代を対
象とした最新の被害事例や相談窓口の周知啓発、「１８８見守り
サポーター」や「学生消費者リーダー」等と連携した取組、市町
における消費者安全確保地域協議会の設置促進・活動支援を行う
ことで、総合的な消費者被害防止対策を推進

趣 旨

事業内容

事業イメージ

【担当課室：県民生活課】

★事業のポイントはココだッ!

消費者
ホット
ライン
188!!

➢デジタル化の進展等による多様な消費者トラブルへの対応！
➢多彩な手法を組み合わせ、効果的な消費者教育及び啓発を実施！

県民生活に寄り添う暮らしやすく安心な地域づくりの推進



事業費内 容事 業 名

3,500○若年層に対するヘルメット着用促進に向けた広報啓発

・大学生参加の「ワークショップ」の開催

・動画等の広報資材の制作、活用による普及啓発

・イベントによるヘルメットに対する抵抗感の払拭

〇事業者と連携した自転車安全利用の促進

自転車の安全で
適正な利用促進
事業

1,245〇年間を通じた交通安全運動
・「横断歩道ハンドサイン運動」等の実施

〇各季の交通安全運動（春、夏、秋、年末年始）

交通安全対策総合
推進事業

655〇｢高齢者の交通事故防止県民運動｣の実施
・チラシやラジオスポット放送を活用した広報
・交通安全メッセージの伝達

〇子どもの交通安全活動を行うボランティアの養成
・「交通指導員等連絡協議会」の開催

〇学校を対象とした交通安全講習会（出前講座）の開催

高齢者等交通事故
防止対策推進事業

（単位：千円）

新

SNS等を活用した広報

自転車の安全で適正な利用促進事業

イベントの開催

ヘルメットコンテストの開催ショート動画によるSNS広報

交通安全対策総合推進事業・高齢者等交通事故防止対策推進事業

《全国交通安全運動出発式》 《横断歩道ハンドサイン運動の推進》 《交通安全講習会》

自転車の安全利用についての検討
ヘルメット着用の重要性やヘル
メット着用を推進する有効な方法
など、学生自身に検討してもらこ
とで、意識改革を促進

ワークショップの開催

視覚的なインパクトのあるショー
ト動画を発信するとともに、動画
を学生に拡散してもらうことで、
安全意識の浸透を推進

ヘルメットのファッションコンテ
ストを開催し、ヘルメットに
ファッション性を取り入れること
で、ヘルメットへの抵抗感を払拭

交通安全対策関連事業 〔予算額〕5,400千円拡 県民の安心・安全の確保

交通事故のない安全で安心して暮らせる社会の実現に向け、県
民一人ひとりの交通安全への理解が深まるよう、関係機関・団体
等と連携した県民総参加の県民運動を展開し、高齢者と子どもに
重点を置いた交通事故防止対策を推進するとともに、自転車の安
全で適正な利用を促進

趣 旨

事業内容

事業イメージ

【担当課室：県民生活課】

拡

➣「ヘルメット着用」をはじめとした交通安全意識の醸成！
➢学生のアイデアを取り入れ、若者に刺さる啓発の実施！

★事業のポイントはココっちゃ!

県民生活に寄り添う暮らしやすく安心な地域づくりの推進



事業費内 容事 業 名

4,069〇地域における途切れない支援の提供体制の構築
・多機関ワンストップサービス体制による支援

〇犯罪被害者等の経済的負担の軽減
・転居費用助成金の運用

〇犯罪被害者等に対する県民理解の促進
・県下各地域を巡回する「パネル展」の開催

〇民間犯罪被害者等支援団体の活動支援
・団体の活動支援に係る助成制度の運用

犯罪被害者等を支
えるまちづくり推
進事業

776〇県民の自主防犯力の強化
・「やまぐち犯罪のない安全で安心なまちづく

り推進協議会」の開催
・防犯功労者・団体に対する知事表彰

〇地域主体の防犯活動の推進
・学校や地域での防犯講習会（出前講座）の開催

〇犯罪の起こりにくい環境の整備
・公園等安全点検活動の実施

〇犯罪弱者等安全対策の推進
・「ながら見守り」や詐欺被害等防止対策の推進

犯罪のない安全で安心
なまちづくり推進事業

（単位：千円）

新

《被害者支援ちょるる》

犯罪被害者等

警 察

その他
関係機関

山口被害者
支援センター

市 町

山口県
犯罪被害者等支援
コーディネーター 犯罪被害者等支援ミニパネル展

地域コミュニティ防犯力促進会議

公園等安全点検活動

二次的被害
の防止

犯罪被害者等
の負担軽減

早期の
被害回復

多機関ワンストップサービス体制構築 犯罪被害者等への理解促進

犯罪防止対策の強化

安全なまちづくり推進関連事業 〔予算額〕4,845千円拡 県民の安心・安全の確保

誰もが安全で安心して暮らすことのできる地域社会を実現する
ため、県民の防犯意識の高揚や地域主体の防犯活動を推進すると
ともに、犯罪被害者等の負担軽減や民間支援団体等と連携した支
援、犯罪被害者等への理解等を深める活動を推進

趣 旨

事業内容

事業イメージ

拡

【担当課室：県民生活課】

➣コーディネーターを中心とした途切れない支援提供体制の構築
➣ワンストップによる支援で犯罪被害者等の負担軽減・早期回復を図る

★事業のポイントはココっちゃ!

県民生活に寄り添う暮らしやすく安心な地域づくりの推進



内 容項 目

〇 ミルクボランティアの募集・育成

〇 幼齢犬猫の預託
・幼齢犬猫が譲渡可能になるまでの一定期間、

ボランティアによる飼養管理や健康観察等を実施

幼齢犬猫のミルクボ
ランティア

〇県獣医師会・協力動物病院と連携し、負傷犬猫に対す
る、より高度な医療支援を実施

負傷犬猫の救命医療
支援

〇地域猫活動アドバイザーの募集・育成
・eラーニング研修、専門家による講習会
・アドバイザーによる地域猫活動に対する助言・指導

〇地域猫活動に係る啓発の強化

しっちょる？やっ
ちょる？地域猫活動

クラウドファンディング型
ふるさと納税寄附金充当事業

《しっちょる？やっちょる？地域猫活動》

《幼齢犬猫のミルクボランティア》 《負傷犬猫の救命医療支援》

譲渡促進

•役割分担 ・エサ、掃除等

•不妊去勢手術
地 域 住 民

•住民の相談 ・活動者への助言アドバイザー

•普及啓発 ・連絡調整・指導行 政

返還

【ミルクボランティア】 【動物愛護センター】

一時預かり

・ミルク、離乳
食等の支給

・健康相談

離 乳 前 の
子犬・子猫

繁殖防止
生活環境改善

【協力動物病院】

・応急処置
・リハビリ

負傷犬・猫 受診

返還

救 命 医 療給餌・健康管理

地域で守る小さな命！やまぐち犬猫支援事業 〔予算額〕2,418千円 動物愛護に向けた新たな展開新

地域のボランティアや動物病院と連携した幼齢犬猫のミルク
ボランティアや負傷犬猫の救護、地域猫活動の推進により、小
さな命を地域で守り育てる取組を促進

趣 旨

事業内容

事業イメージ

【担当課室：生活衛生課】

➢「地域の輪」で小さな命を未来へつなぐ取組を促進！
➢ 飼主のいない猫の引取数や犬猫の殺処分数を削減！

★事業のポイントはココっちゃ!

県民生活に寄り添う暮らしやすく安心な地域づくりの推進



Ⅲ やまぐち未来維新プランの達成に向けた施策の加速

令和８年度が計画期間の最終年度である「やまぐち未来維新プラン」の達成に向け、

環境生活部においては、以下の３つのプロジェクトを中心に取り組みます。

■次代につなげる持続可能な社会づくり推進プロジェクト

■誰もがいきいきと輝く地域社会実現プロジェクト

■暮らしの安心・安全確保プロジェクト

※各プロジェクトにおける令和８年度の事業等は次頁の表のとおり。



Ⅲ やまぐち未来維新プランの達成に向けた施策の加速

次代につなげる持続可能な社会づくり推進プロジェクト
令和８年度の事業等プロジェクト上の重点施策

➢ 2050ゼロカーボン・チャレンジ推進事業 【再掲、９頁】
➢ 省・創・蓄エネの導入促進事業 【再掲、１０頁】
➢ ゼロカーボン・ドライブ普及啓発拠点整備事業 【再掲、１２頁】
➢ ぶちエコやまぐち省エネ家電等購入支援事業 【再掲、１３頁】

脱炭素社会の実現に向けた
地域づくりの推進

➢ やまぐち消費ＳＤＧｓ県民連携推進事業 【３２頁】
➢ 水環境中のＰＦＯＳ等存在状況調査事業 【３３頁】
➢ ぶちエコやまぐち３Ｒ＋（ぷらす）推進事業 【再掲、１４頁】
➢ 動静脈連携・高度化による資源循環促進事業 【再掲、１５頁】
➢ プラスチック資源化促進事業 【再掲、１６頁】
➢ やまぐち海洋ごみアクションプラン推進事業 【３４頁】
➢ 産業廃棄物適正処理強化事業 【３５頁】
➢ ツキノワグマ被害防止総合対策事業 【再掲、６頁】
➢ 野生鳥獣管理対策強化事業 【３６頁】
➢ 生物多様性地域連携促進事業 【再掲、１８頁】
➢ 動物愛護管理推進事業 【３７頁】
➢ 地域で守る小さな命！やまぐち犬猫支援事業 【再掲、２７頁】
➢ 自然公園へＧＯ！ビジターセンターアップデート事業 【再掲、１７頁】
➢ 自然公園等施設整備事業 【３８頁】
➢ きらら浜自然観察公園管理運営事業 【再掲、１８頁】

人と自然が共生する環境に
やさしい地域づくりの推進



Ⅲ やまぐち未来維新プランの達成に向けた施策の加速

誰もがいきいきと輝く地域社会実現プロジェクト
令和８年度の事業等プロジェクト上の重点施策

➢ 未来へつなぐ！若者の県民活動促進事業 【再掲、２２頁】
➢ 県民活動支援センター管理運営事業 【再掲、２３頁】
➢ きららでキラリ！県民活動促進事業 【３９頁】

県民活動の活発化による地
域の絆づくりの推進

➢ 女性の活躍応援強化事業 【再掲、２１頁】
➢ 女性の活躍促進関連事業 【４０頁】 ※参考掲載
➢ 女性自立サポート事業 【４１頁】

女性が輝く地域社会の実現

➢ 人権啓発推進関連事業 【４２頁】
➢ 男女共同参画センター設置事業 【再掲、２０頁】
➢ 共家事・共育児行動変革促進事業 【４３頁】
➢ 男女共同参画パワーアップ事業 【４４頁】
➢ ＬＧＢＴ等理解増進事業 【４５頁】

人権等に関する取組の推進



Ⅲ やまぐち未来維新プランの達成に向けた施策の加速

暮らしの安心・安全確保プロジェクト
令和８年度の事業等プロジェクト上の重点施策

➢ 食の安心・安全推進事業 【４６頁】
➢ 消費者対策総合推進事業 【４７頁】
➢ 消費者被害防止対策強化事業 【再掲、２４頁】

食や消費生活の安心・安全
の確保

➢ 安全なまちづくり推進関連事業 【再掲、２６頁】
➢ 配偶者暴力等（ＤＶ）対策事業 【４８頁】
➢ 性暴力被害者支援事業 【４９頁】

犯罪や暴力から県民を守る
対策の推進

➢ 交通安全対策関連事業 【再掲、２５頁】
交通事故から県民を守る対
策の推進



■やまぐち消費ＳＤＧｓ県民連携推進事業 〔予算額〕5,000千円

次代につなげる持続可能な社会づくり推進プロジェクト

内 容項 目

〇エシカル消費に関する取組やイベント等の情報発信
・県民が実践しているエシカル消費の取組等を募集し発信

〇山口きらら博記念公園を発信拠点とした「消費のＳＤＧｓ」
体験型イベント
・「消費のＳＤＧｓ」をテーマにした、お笑い芸人等による

ステージイベント
・「消費のＳＤＧｓ」 体験プログラムの開催
・事業者が取り組む「消費のＳＤＧｓ」の事例紹介

〇地域における「消費のＳＤＧｓ」啓発講座
・身の回りの「消費のSDGｓ」についての啓発講座の実施

普及啓発・情報発信

〇エシカくんと学ぶ！未来の消費者育成
・エシカくんと一緒にエシカル消費について学べる社会見学

やワークショップを開催
〇エシカくんの学校訪問

・エシカくんによる、エシカル消費の授業の実施

エシカくんを活用した
消費者教育の推進

ＳＤＧｓの効果的な実践を促す取組の展開

消費行動全般に係るＳＤＧｓの取組を目
指し、日常の中で、身近なところからライ
フスタイルの見直しを進めていくこと。

《エシカくん》

新

新

普及啓発・情報発信 エシカくんを活用した消費者教育

消費者に対して、ＳＤＧｓに沿ったライフスタイルの見直し
を促すため、事業者・団体・学校等と連携した普及啓発講座や
イベント等の開催を通じて、エシカル消費をはじめとする「消
費のＳＤＧｓ」の効果的な実践に繋げる取組を推進

趣 旨

事業内容

事業イメージ

【担当課室：県民生活課】



結果公表
（HP等）

事業費内 容項 目

1,999水道未普及地域を中心とした地下水調査の実施
水環境中のPFOS・PFOA
の存在状況調査

（単位：千円）

採水 分析

※ 高濃度で検出された場合、市町と連携し、
飲用によるばく露防止等の対応を実施

専門家の
意見等

地下水の飲用が行われている
地域の水質測定の充実

水道未普及地域を中心とした
地下水調査

住民の飲用による
ばく露防止

R8_PFOS等存在状況調査

R7_PFOS等存在状況調査

県下全域
（河川、海域、地下水）

河川

海域

地下水

■水環境中のＰＦＯＳ等存在状況調査事業 〔予算額〕1,999千円

次代につなげる持続可能な社会づくり推進プロジェクト

有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）のうち人の健康に影響を及ぼ
す可能性があるＰＦＯＳ・ＰＦＯＡについて、地下水の飲用が
行われている地域における水質測定の充実により、住民の飲用
によるばく露防止を図る

趣 旨

事業内容

事業イメージ

【担当課室：環境政策課】



事業費内 容項 目

47,350〇市町が実施する漂着ごみ等の回収・処理対策等
への支援

漂着ごみの回収・処理

4,889〇漁業者と連携した市町による海底ごみの回収・
処理体制の確立に向けた支援

海底ごみの回収・処理

2,585〇住民ボランティアによる清掃活動等の支援
（日韓一斉清掃等）

日韓一斉清掃等

2,794〇海洋プラスチックごみ等の海岸漂着物の実態把握海岸漂着物実態調査

36〇地域の実情に応じた海洋ごみ対策を推進する
実践組織の運営

推進体制の運営

（単位：千円）

《海岸漂着物等の回収・処理》

《海岸漂着物実態調査》

《日韓海峡海岸漂着ごみ一斉清掃》

■やまぐち海洋ごみアクションプラン推進事業 〔予算額〕57,654千円

次代につなげる持続可能な社会づくり推進プロジェクト

「山口県海岸漂着物等対策推進地域計画(やまぐち海洋ごみ
アクションプラン)」に基づき、漂着ごみや海底ごみの回収・
処理体制の確立など、多様な主体が協働した海洋ごみ対策を推
進するとともに、瀬戸内海の海洋プラスチック削減に向け、本
県を含む14府県（瀬戸内海プラごみ対策ネットワーク）が連携
し、発生源対策を検討・展開

趣 旨

事業内容

事業イメージ

【担当課室：廃棄物・リサイクル対策課】



事業費内 容項 目

42,953〇監視パトロール班（県内４班）と市町職員併任
制度による不法投棄等の監視

〇ドローンやスマホを活用した3次元点群測量や
監視記録のデータベース化

〇情報収集のためのフリーダイヤルの設置

不法投棄等監視対策事
業

23,020〇夜間、休日等の監視パトロールの実施
（警備会社に業務委託）

夜間不法投棄パトロー
ル事業

19,166〇排出事業者及び産廃処理業者を対象としたレベ
ルアップセミナー等の開催

〇産廃処理業界における人材の育成・確保や電子
マニフェストの導入支援

産業廃棄物適正処理高
度化促進事業

（単位：千円）

●廃棄物の不法投棄等に関する相談
不法投棄ホットライン ０１２０－５３８－７１０

（ごみは ないわ）

拡

次代につなげる持続可能な社会づくり推進プロジェクト

産業廃棄物適正処理強化事業 〔予算額〕85,139千円

産業廃棄物の適正処理を強化するとともに循環経済の推進を
図るため、電子マニフェストの導入支援や産業廃棄物業界の人
材確保の支援、DXによる行政の監視指導体制の高度化等、総合
的な対策を実施

趣 旨

事業内容

事業イメージ

【担当課室：廃棄物・リサイクル対策課】



事業費内 容項 目

44,928○ニホンジカの適正管理に向け、県西部地域での捕獲を実施
・指定管理鳥獣捕獲等事業(目標頭数：2,350頭)
・広域捕獲活動支援事業 (目標頭数：1,500頭)

○狩猟によるニホンジカの捕獲を促進
・ニホンジカ捕獲強化支援事業（目標頭数：300頭）

○ICT機器を活用したわな捕獲研修

ニホンジカの
捕獲

8,112○狩猟免許の取得支援
・狩猟免許取得経費助成の見直し

（第一種銃猟免許助成額：20千円→53千円）
○捕獲者への研修会の実施

捕獲の担い手
確保・育成

2,674○ニホンジカの個体数調査を実施
○ニホンザル及びカワウのモニタリング調査を実施

各種鳥獣の調
査

野生鳥獣の適正な管理の推進

・県西部地域におけるニホンジカ捕獲
の強化

・ICT機器を活用したわな捕獲研修

ニホンジカの捕獲

• ニホンジカの個体数調査
• ニホンザルの出没状況調査
• カワウのねぐら調査

（単位：千円）

各種鳥獣の調査

ICT機器に
よる捕獲通知
画像

〇狩猟免許の取得支援
・緊急銃猟対応人材(クマハンター)

の確保及び猟友会の組織体制強化
のため、助成対象を猟友会員とし
た上で第一種銃猟免許助成額を引
き上げ、経済的負担を軽減

〇各種研修会の実施
・認定鳥獣捕獲等事業者の育成を目

的とした研修を実施
・わな免許取得者に対して、捕獲・

解体技術の研修を実施
・狩猟免許取得希望者や取得者に対

して研修を実施

捕獲の担い手の確保・育成

次代につなげる持続可能な社会づくり推進プロジェクト

■野生鳥獣管理対策強化事業 〔予算額〕55,714千円

野生鳥獣による生活環境、農林水産業及び生態系への深刻な被
害状況を踏まえ、増加傾向にあるニホンジカなどの鳥獣管理、
捕獲の担い手確保・育成を実施

趣 旨

事業内容

事業イメージ

【担当課室：自然保護課】



内 容項 目

〇 所有者明示の推進
・犬猫への積極的な装着・情報登録によるマイクロチップ

の普及啓発
〇 円滑な譲渡の促進

・犬猫への駆虫処置、ワクチン接種の実施

動物の適正飼養

〇周辺の生活環境の保全の推進
・e-ラーニング方式の講習を通じ、周辺生活環境保全の

取組を促進

周辺の生活環境の保全

〇災害時における対策の推進
・災害発生に備えた、関係機関等と連携したペットとの

同行避難訓練を実施

県民と動物の安全確保

〇学識経験者、行政機関、獣医師会、動物愛護団体等の
多様な関係主体が参画する協議会の開催

動物愛護管理の普及啓
発と多様な主体との相
互理解の醸成

《ペット同行避難訓練》

《円滑な譲渡の促進》

マイクロチップ

ワクチン ×
駆虫薬

● 動 物 の 飼 い 方 等 に 関 す る 相 談
山 口 県 動 物 愛 護 セ ン タ ー ０ ８ ３ － ９ ７ ３ － ８ ３ １ ５
受 付 時 間 月 曜 日 ～ 金 曜 日 8 : 3 0 ～ 1 7 : 1 5 ( 祝 日 ･ 年 末 年 始 を 除 く )

やさしくあいご

次代につなげる持続可能な社会づくり推進プロジェクト

■動物愛護管理推進事業 〔予算額〕1,125千円

「山口県動物愛護管理推進計画」に基づき、所有者明示の推
進や円滑な譲渡に向けた取組により、飼主による適正飼養を啓
発し、県民が安心して暮らし続けることのできる基盤づくりを
推進

趣 旨

事業内容

事業イメージ

【担当課室：生活衛生課】



事業費内 容事 業 名

14,000○国の交付金を活用した計画的な自然公園施設の改修等
・北長門海岸国定公園（長門市 龍宮の潮吹園地）

ウッドデッキ改修

自然公園等施
設整備事業

（単位：千円） 自然公園等の保護と利用を推進

自然環境や景観に配慮した施設整備を実施

龍宮の潮吹園地

次代につなげる持続可能な社会づくり推進プロジェクト

■自然公園等施設整備事業 〔予算額〕14,000千円

優れた景観や豊かな生態系を有する自然公園等の保全と利用を
促進するため、自然環境や景観維持に配慮した施設整備を推進

趣 旨

事業内容

事業イメージ

【担当課室：自然保護課】



誰もがいきいきと輝く地域社会実現プロジェクト

内 容項 目

〇「きららでキラリ！県民つながるフェスタ」の開催

・団体等のステージ発表、ＰＲブースの出展

・優れた取組を行う団体の表彰

・県民活動への理解を深めるクイズラリー

・「ゆめ花マルシェ」との連携

〇出展者や運営ボランティア等が参加する交流会の開催

・イベントを通じた交流・連携等をテーマに、複数回

開催

イベント・交流会等
の開催

「きららでキラリ！県民つながるフェスタ」の開催を通じた県民活動の促進

■きららでキラリ！県民活動促進事業 〔予算額〕10,400千円

趣 旨

事業内容

事業イメージ

県民一人ひとりがキラリ！と輝き活躍できるよう、山口きらら

博記念公園でのイベントの開催を通じて、県民活動の魅力発信

や参加機会の提供等を行い、団体の活動を活発化させるととも

に、誰もがいきいきと県民活動に参加できる環境づくりを促進

【担当課室：県民生活課】



金 額所管課事業名区 分

25,339

こ ど も 政 策 課

保育人材スキルアップ支援事業子育て期にお
ける継続就業
等の環境づく
り促進

206,446子育て支援環境づくり推進事業

5,000合格応援!保育士試験対策重点支援事業

23,457
新 あなたの「なりたい！」を応援する保育
士就業支援事業

31,767こ ど も 家 庭 課ひとり親家庭等就業支援強化事業

72,554

学 事 文 書 課

幼稚園人材確保総合対策事業

511,653私立幼稚園預かりサポート推進事業

10,838私立幼稚園地域子育て支援事業

113,613私立幼稚園就園推進事業

159,525経 営 金 融 課県内創業・事業承継促進事業の一部

158,239

労 働 政 策 課

未来につなぐやまぐち共育て応援事業

75,357企業のワークスタイルシフト推進事業

42,282子育て女性等の活躍応援事業

5,034
農林水産政策課

農山漁村女性活動促進対策事業農山漁村女性

の活躍促進
20,093農林漁業女子ステキ・スタイル応援事業

金 額所管課事業名区 分

320防災危機管理課避難所環境改善推進事業の一部事業所や家庭
等における女
性活躍の取組
推進

３,551

男女共同参画課

拡 女性の活躍応援強化事業

3,261男女共同参画パワーアップ事業

2,584共家事・共育児行動変革促進事業

46,874新 男女共同参画センター設置事業

85,139
廃 棄 物･リ サ イ
ク ル 対 策 課拡 産業廃棄物適正処理強化事業

32,106労 働 政 策 課やまぐち女性の就業応援事業

37,392産 業 人 材 課拡 女性デジタル人材育成事業

13,985
監 理 課

建設産業就労環境改善支援事業

23,201建設産業活性化推進事業

614,912

こ ど も 政 策 課

こどもまんなか保育体制強化事業子育て期にお
ける継続就業
等の環境づく
り促進

153,608保育の担い手全力サポート事業

9,412,683保育・幼児教育総合推進事業

2,572,841地域子ども･子育て支援事業

26,658拡 みんなで子育て応援推進事業

9,049子育てＡＩコンシェルジュ運営事業

【参考】女性の活躍促進関連事業 （計）14,499,361千円

各関係部局と連携して女性活躍を推進 （単位：千円）

誰もがいきいきと輝く地域社会実現プロジェクト



内 容項 目

〇様々な困難や不安を抱える女性からの相談対応
・電話、メール、ＳＮＳによる相談の実施
・面接相談、リモートカウンセリングの実施

相談支援

相
談
・
自
立
等
支
援

〇訪問面談、ハローワークでの相談会
〇関係機関への同行支援
〇夜間見回り

アウトリーチ支援

〇カフェ型相談会
・相談対応や談話ができる場所を提供

居場所づくり

〇カウンセリング
〇同伴児への支援

被害回復支援

〇ステップハウス（自立に向けた準備を行う施設）
・心のケアや自立支援を実施

〇アフターケア
・自立後も定期的な心理ケアを実施

自立支援

〇関係機関で構成する支援調整会議の開催支援調整会議

関係機関と協働した、きめ細かな支援

誰もがいきいきと輝く地域社会実現プロジェクト

■女性自立サポート事業 〔予算額〕24,332千円

趣 旨

事業内容

事業イメージ

多様化・複雑化する様々な困難な問題を抱える女性に対し、関
係機関や民間団体と協働しながら、その問題の背景や、心身の
状況等に応じた最適な支援を行い、女性が安心かつ自立して暮
らせる地域社会づくりを推進

【担当課室：男女共同参画課】



事業費内 容項 目

11,238〇「山口県人権推進指針」の周知

〇通年啓発活動の実施
・テレビ・ラジオＣＭ、ポスター等

〇人権週間における啓発活動

〇山口県部落差別解消啓発週間における啓発活動

人権啓発推進費

2,430
〇「人権ふれあいフェスティバル」の開催

啓発フェスティバル開
催事業費

821〇スポーツ組織と連携した啓発活動
・人権スポーツ教室の実施等

〇啓発パネル・視聴覚教材（DVD）等の整備

〇啓発指導者の養成

人権啓発協働推進事業

（単位：千円）

「山口県人権推進指針」
に基づく

人権啓発活動

「山口県人権推進指針」
に基づく

人権啓発活動

県民一人ひとりの人権が尊重された心豊かな地域社会県民一人ひとりの人権が尊重された心豊かな地域社会

《人権スポーツ教室》 《街頭啓発》

《人権啓発ポスター》 《人権ふれあいフェスティバル》

誰もがいきいきと輝く地域社会実現プロジェクト

■人権啓発推進関連事業 〔予算額〕14,489千円

趣 旨

事業内容

事業イメージ

県民一人ひとりが、基本的人権を尊重し、様々な人権問題に対
し、正しい理解を深めるとともに、県民の人権意識の高揚を図
るため、幅広い啓発活動を積極的に推進

【担当課室：人権対策室】



③啓発漫画・映像をSNS等を活用して効果的に発信

内 容項 目

〇啓発漫画の作成
・県民から募集した共家事・共育児に関するエピソードをも

とに３世代（若年層・子育て世代・シニア世代）へ向けた
メッセージ性ある啓発漫画を作成

〇SNS等を活用した効果的な啓発
・作成した啓発漫画・映像を、YouTubeやInstagramの

SNS等を活用して効果的に発信

共家事・共育児へ
の行動変革を促進

共家事・共育児への行動変革を促進

①県民から募集したエピソード
－好事例－

②エピソードをもとにメッセージ性
のある啓発漫画・映像を作成

（R7：映像、R8漫画）

男女が共に家事・育児の責任を分かち合う社会の実現

行動変革の促進 固定的な性別役割分担意識の解消

誰もがいきいきと輝く地域社会実現プロジェクト

■共家事・共育児行動変革促進事業 〔予算額〕2,584千円

趣 旨

事業内容

事業イメージ

男女が共に家事・育児の責任を分かち合う社会の実現のため、

県民のエピソードをもとに作成した啓発漫画・映像を、SNSを用

いて効果的に発信することにより、男性の行動変革を促進すると

ともに、固定的な性別役割分担意識のより一層の解消を図る

【担当課室：男女共同参画課】



内 容項 目

〇パワーアップセミナーの開催
・男女共同参画に関する新たなテーマ（固定的性別役割分担意識

の解消等）に関するセミナーの開催等
〇男女共同参画推進月間(10月)における普及啓発活動の重点実施

・ポスターコンテストの実施
・ポスター、チラシの作成、配布等

〇やまぐち男女共同参画推進事業者の認証
・男女共同参画推進連携会議構成団体等を通じた認証制度のPR
・県ホームページ、認証事業者ステッカー等による広報

男女共同参画の
取組促進

男女共同参画の取組促進

≪事業イメージ≫

《やまぐち男女共同参画推進事業者
シンボルマーク》

《県男女共同参画推進月間ポスター》

男女共同参画の推進体制

普及啓発
取組支援

男女共同参画社会の実現

県民活動団体・事業者等による男女
共同参画の自主的な取組の促進によ
る男女共同参画の推進

きらめき財団

連携会議

事業者 県 民県民活動
団体

県

市町

誰もがいきいきと輝く地域社会実現プロジェクト

■男女共同参画パワーアップ事業 〔予算額〕3,261千円

趣 旨

事業内容

事業イメージ

男女共同参画の一層の推進を図るため、社会情勢等を踏まえた

効果的な普及啓発や男女共同参画推進事業者の認証等により、

県民、県民活動団体、事業者等の取組を促進

【担当課室：男女共同参画課】



内 容項 目

〇パートナーシップ宣誓制度の実施
・同性カップルがお互いのパートナー関係について宣誓し、

その内容を県が証明
〇専門相談（法律）の実施

・弁護士による法律相談を定期的に開催
〇相談員養成研修

・県や市町の一般相談窓口相談員を対象とした研修の実施
〇居場所づくり

・カフェ型相談会を定期的に開催

生きづらさの軽減と
安心して暮らせる
環境整備

〇広報・啓発
・性の多様性やパートナーシップ宣誓制度等に関するチラシ、

リーフレット等の配布

県民の意識の醸成

生きづらさの軽減と安心して暮らせる環境整備、県民の意識の醸成

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現

・職場や学校での理解促進

・パートナーシップ宣誓制度

・プライバシーを守れる専門相談窓口
・カフェ型相談会

LGBT等の方々が安心して暮らせる環境整備

生きづらさの軽減（孤独・孤立の防止）

性の多様性に寛容な県民意識の醸成

・性の多様性に関する周知等

困
り
ご
と
の

防
止
・
解
消

地
域
社
会
で

の
理
解
促
進

誰もがいきいきと輝く地域社会実現プロジェクト

■ＬＧＢＴ等理解増進事業 〔予算額〕2,109千円

趣 旨

事業内容

事業イメージ

ＬＧＢＴ理解増進法に基づく、性の多様性に関する理解増進施

策を実施し性の多様性を認め合い、誰もが安心して生活するこ

とができる暮らしやすい地域社会づくりを推進

【担当課室：男女共同参画課】



暮らしの安心・安全確保プロジェクト

内 容項 目

〇オンライン講習会の開催、研修資材の作成・公開

〇HACCP指導チームによるきめ細かい指導・助言

HACCPの適切な運用の
促進

〇eラーニングを取り入れた食品表示責任者養成講習会開催

〇関係行政機関の協働による食品表示の監視指導

食品表示の適正化の促進

〇やまぐち食の安心・安全推進協議会の運営

〇食の安心モニターの養成

〇情報誌やＳＮＳ等による積極的な情報発信

〇食の安心相談員、食の安心ダイヤルの設置
〇「こども食堂」の食品衛生管理向上に向けた支援

食の安心・安全に関する
県民の理解の促進

《HACCPの適切な運用の促進》

《ＳＮＳ等を活用した情報発信》

《こども食堂の食品衛生管理向上に向けた支援》

●食に関する相談
食の安心ダイヤル 083-933-3000

《食品表示合同パトロール》

■食の安心・安全推進事業 〔予算額〕11,631千円

趣 旨

事業内容

事業イメージ

「山口県食の安心・安全推進基本計画」に基づき、食の安心・

安全を一体的に推進するため、事業者におけるHACCPに沿った適

切な衛生管理や食品表示の適正化を促進するとともに、積極的な

情報発信等により、食の安心・安全に関する県民意識の醸成・向

上を図る

【担当課室：生活衛生課】



内 容項 目

〇県・市町の役割分担を踏まえた取組

【県】
（専門的・広域的事案への相談対応と市町の支援）

・県消費生活相談員等による専門的・広域的な事案へ

の相談対応及び支援

・安定的な相談体制を確保するための人材育成

【市町】
（住民に身近な相談体制の充実・強化）

・相談窓口の周知及び啓発活動の強化

・消費生活相談員の配置

消費生活相談機能の充実・
強化

消費者行政推進体制

県・消費生活センター

市町支援・広域的取組

国（消費者庁）・他の自治体・関係団体

連携・情報共有

市町・消費生活センター（相談窓口）

地域における相談対応・啓発

連 携
情報共有

支 援

消費者
消費者ホットライン

１８８
消費生活センター

最寄りの消費生活センター等の相談窓口を案内する全国共通の３桁の番号

全国共通「消費者ホットライン１８８（いやや）」

《相談機能の充実・強化、消費者教育の推進》

暮らしの安心・安全確保プロジェクト

■消費者対策総合推進事業 〔予算額〕19,362千円

趣 旨

事業内容

事業イメージ

県民の消費生活における安心・安全を確保するため、県・市町

の役割分担を踏まえ、消費者相談窓口の充実・機能強化を図る

【担当課室：県民生活課】



内 容項 目

〇普及啓発
・配偶者等暴力防止運動期間(11/12～25)における

啓発活動

ＤＶを許さない社会づくり

〇男女共同参画相談センターでの相談対応
（電話相談及び面接相談を実施）
〇関係者研修の実施

相談被害者支援

〇男女共同参画相談センター等での保護
〇ＤＶ被害者等が同伴する子どもへの心理的ケアなどの

支援の充実

保護

〇被害者の自立に向けた生活・就業支援等自立支援

〇民間シェルターの取組支援連携・協働の推進

ＤＶを許さない社会づくり、被害者支援、連携・協働の推進

・情報提供
・意見交換

●配偶者等からの暴力に関する相談
山口県男女共同参画相談センター（配偶者暴力相談支援センター）

相談専用 ０８３－９０１－１１２２
緊急用（ＤＶホットライン） ０１２０－２３８-１２２

暮らしの安心・安全確保プロジェクト

■配偶者暴力等（ＤＶ）対策事業 〔予算額〕5,981千円

趣 旨

事業内容

事業イメージ

｢山口県配偶者暴力等対策基本計画｣に基づき、市町、関係機関、
民間団体等と連携・協働し、配偶者暴力防止のための普及啓発や
被害者支援を実施

【担当課室：男女共同参画課】



内 容項 目

〇24時間365日運用の相談体制支援体制の整備

〇相談支援員による電話・面接相談、病院等への同行
支援

〇医療、カウンセリング、法律相談の支援の提供及び
費用負担

〇証拠物の採取・保管

総合的な支援の実施

〇普及啓発

〇中学生・高校生向け啓発資料を活用した、性暴力被害
の未然防止及び相談窓口の周知

性暴力を許さない社会づく
り

支援体制の整備、総合的な支援の実施、性暴力を許さない社会づくり

暮らしの安心・安全確保プロジェクト

■性暴力被害者支援事業 〔予算額〕5,951千円

●性暴力被害に関する相談
やまぐち性暴力相談ダイヤル あさがお
０８３－９０２－０８８９

趣 旨

事業内容

事業イメージ

やまぐち性暴力被害者支援システム「あさがお」により、24時
間365日の運用体制で、被害直後からの総合的な支援（相談、産
婦人科医療、カウンセリング、法律相談等）を行うとともに、
若年層を中心とした啓発を実施

【担当課室：男女共同参画課】



Ⅳ 所属別主要事業

事 業 の 概 要予算額（千円）事 業 名

・指定管理による県民活動支援センターの管理運営36,393県民活動支援センター管理運営事業【２３頁】

・団体活動説明会の開催
・マッチングイベントの開催
・ボランティア体験会の開催
・プロジェクトチームの結成

7,700未来へつなぐ！若者の県民活動促進事業【２２頁】

・「きららでキラリ！県民つながるフェスタ」の開催
・出展者や運営ボランティア等が参加する交流会の開催10,400きららでキラリ！県民活動促進事業【３９頁】

・エシカル消費に関する取組やイベント等の情報発信
・エシカル消費について学べるワークショップや社会見学の開催
・エシカくんによるエシカル消費の授業の実施
・「消費のSDGｓ」お笑いライブ・体験型イベントの開催

5,000やまぐち消費ＳＤＧｓ県民連携推進事業 【３２頁】

・消費生活相談機能の充実・強化19,362消費者対策総合推進事業【４７頁】

・消費者教育コンテンツの充実・活用
・１８８マンを活用したバスラッピング等の効果的な啓発
・地域における見守り活動の促進

6,540消費者被害防止対策強化事業【２４頁】

・県民の自主防犯力の強化
・地域主体の防犯活動の推進
・犯罪の起こりにくい環境の整備
・犯罪弱者等安全対策の推進

776犯罪のない安全で安心なまちづくり推進事業【２６頁】

・地域における途切れない支援の提供体制の構築
・犯罪被害者等の経済的負担の軽減
・犯罪被害者等に対する県民理解の促進
・民間犯罪被害者等支援団体の活動支援

4,069犯罪被害者等を支えるまちづくり推進事業【２６頁】

【県民生活課 １／２】



事 業 の 概 要予算額（千円）事 業 名

・交通安全山口県対策協議会による年間を通した交通安全活動
・各季の交通安全運動（春・夏・秋・年末年始・高齢者）1,245交通安全対策総合推進事業【２５頁】

・「高齢者の交通事故防止県民運動」の実施
・子どもの交通安全活動を行うボランティアの養成
・学校を対象とした交通安全講習会（出前講座）の開催

655高齢者等交通事故防止対策推進事業【２５頁】

・若年層に対するヘルメット着用促進に向けた広報啓発
・事業者と連携した自転車安全利用の促進3,500自転車の安全で適正な利用促進事業【２５頁】

【県民生活課 ２／２】

Ⅳ 所属別主要事業



事 業 の 概 要予算額（千円）事 業 名

・｢山口県人権推進指針｣の周知
・通年啓発活動の実施
・人権週間における啓発活動
・山口県部落差別解消啓発週間における啓発活動

11,238人権啓発推進費【４２頁】

・｢人権ふれあいフェスティバル｣の開催2,430啓発フェスティバル開催事業費【４２頁】

・スポーツ組織と連携した啓発活動
・啓発パネル・視聴覚教材(DVD)等の整備
・啓発指導者の養成

821人権啓発協働推進事業【４２頁】

・市町の隣保館運営経費に対する補助(対象:20館)138,912隣保館運営費補助

・市町の隣保館施設整備に対する補助（対象：1館大規模修繕）79,783隣保館整備事業

【人権対策室】

Ⅳ 所属別主要事業



【男女共同参画課 １／２】
事 業 の 概 要予算額（千円）事 業 名

・企業間交流会の実施
・「女性管理職アドバイザー制度」による相談支援
・やまぐち女性の活躍推進事業者宣言制度の推進
・女性団体等の活動に対する拠点施設使用料の助成
・女性活躍推進知事表彰の実施

3,551女性の活躍応援強化事業【２１頁】

・専門的知見や経験を有する民間団体と連携・協働した支援
・関係機関で構成する支援調整会議の開催24,332女性自立サポート事業【４１頁】

・県民のエピソードを基に作成した啓発漫画・映像をSNS等を活用
して３世代へ向け啓発2,584共家事・共育児行動変革促進事業【４３頁】

・パワーアップセミナーの開催
・男女共同参画推進月間（10月）における普及啓発活動の重点実施
・やまぐち男女共同参画推進事業者の認証

3,261男女共同参画パワーアップ事業【４４頁】

・パートナーシップ宣誓制度の実施・周知
・専門相談窓口の設置
・相談員養成研修
・カフェ型相談会による居場所づくり
・性の多様性に関するリーフレット等を活用した広報・啓発

2,109LGBT等理解増進事業【４５頁】

・配偶者等からの暴力防止のための普及啓発
・男女共同参画相談センターを中心とした被害者支援
・DV被害者等の子どもへの支援の充実
・民間シェルターにおける被害者支援の充実に資する取組への補助

5,981配偶者暴力等（DV）対策事業【４８頁】

・２４時間３６５日運用の相談体制
・相談支援員による電話・面接相談、病院等への同行支援
・医療、カウンセリング、法律相談の支援の提供及び費用負担
・証拠物の採取・保管
・啓発資料の活用による相談窓口の周知等

5,951性暴力被害者支援事業【４９頁】

Ⅳ 所属別主要事業



【男女共同参画課 ２／２】

事 業 の 概 要予算額（千円）事 業 名

・情報発信基盤整備（HP開設、デジタルサイネージ設置等）
・施設整備（交流スペース、相談室の整備）
・男女共同参画推進コーディネーター（仮称）の配置

46,874男女共同参画センター設置事業【２０頁】

Ⅳ 所属別主要事業



事 業 の 概 要予算額（千円）事 業 名

・現下のエネルギー価格等の高騰を踏まえた家庭における費用負担
の軽減を図るため、熱中症対策や家庭部門の温室効果ガス排出削減
にも資する省エネ性能の高い家電製品等の購入を支援

1,993,000ぶちエコやまぐち省エネ家電等購入支援事業【１３頁】

・未来環境アクション・プロジェクトの実施
・脱炭素に触れる体験型イベントの実施
・ぶちエコやまぐちアンバサダーと連携した情報発信
・「ぶちエコアプリ」を活用し、エコ行動を実践するための機会や

インセンティブを継続的に提供
・官民連携による県内熱中症予防普及啓発の実施
・適応策事例の収集・周知
・家庭向け温暖化防止診断とぶちエコサポーター登録制度等の実施
・山口大学グリーン社会推進研究会と連携した環境学習の実施
・環境やまぐち推進会議の運営、地球温暖化対策優良事業所の表彰

38,8332050ゼロカーボン・チャレンジ推進事業【９頁】

・ＺＥＨ（ゼッチ）の啓発・導入支援
・脱炭素セミナー
・専門家による省エネ診断
・省エネ診断員の育成支援
・やまぐち再エネ電力利用事業所認定制度
・中小企業者等向け省・創・蓄エネ設備設置補助金
・「やまぐち版地域脱炭素2.0」の実現に向けた検討
・山口県産省・創・蓄エネ関連設備等登録制度
・太陽光発電設備等の共同購入支援
・地球にやさしい環境づくり融資

301,573省・創・蓄エネの導入促進事業【１０頁】

・県有施設に太陽光発電設備、電気自動車等を導入し、ゼロカーボ
ン・ドライブの普及啓発拠点として整備63,506ゼロカーボン・ドライブ普及啓発拠点整備事業【１２頁】

・県有施設に自家消費型の太陽光発電設備を導入175,805県有施設への太陽光発電設備導入促進事業

【環境政策課 １／２】

Ⅳ 所属別主要事業



事 業 の 概 要予算額（千円）事 業 名

・PFOS及びPFOAについて、地下水の飲用が行われている地域で
の存在状況調査を実施1,999水環境中のPFOS等存在状況調査事業【３３頁】

・PM2.5などの大気汚染物質のテレメータによる常時監視及び測定
機器の整備102,245大気汚染常時監視事業

・有害大気汚染物質(長期曝露によって人の健康を損なうおそれがあ
る)を常時監視し、環境基準の達成状況を把握2,066有害大気汚染物質環境調査事業

・工場・事業場排水に関する監視・指導や土壌汚染対策の指導9,578水質土壌汚染対策指導事業

・公共用水域（海域、河川、湖沼）等の水質汚濁の状況等を常時監
視し、水質の環境基準達成状況を把握25,280公共用水域水質調査事業

・日韓海峡沿岸８県市道における環境問題の相互交流促進のため、
環境保全技術・公害防止対策等に関する共同事業を展開1,438日韓海峡沿岸環境技術交流事業

・山東省における環境問題の解決や地球環境保全に向け、本県にお
ける研修の実施や山東省への技術指導者の派遣等による技術交流・
情報提供

1,223山東省環境保全パートナーシップ事業

・環境学習推進センターにおける全県的な環境学習の推進セミナーパーク
指定管理料に含む

環境学習関連事業
（※ｾﾐﾅｰﾊﾟｰｸ管理運営事業(総合企画部所管)に含む）

【環境政策課 ２／２】

Ⅳ 所属別主要事業



事 業 の 概 要予算額（千円）事 業 名

・生活衛生関係営業を支援する県生活衛生営業指導センターへの助
成（相談指導、後継者育成、衛生講習会開催等）18,898生活衛生関係営業活性化助成事業

・物価統制令による料金統制を受ける公衆浴場経営を支援する市町
への補助564公衆浴場経営改善対策事業

・一般公衆浴場において、衛生水準の維持・向上が確保できるよう
事業者に対して光熱費等高騰に対する支援金を支給2,280一般公衆浴場光熱費等高騰対策支援事業

・市町等が行う老朽化した水道施設の更新や耐震化の取組に対する
支援2,560水道施設整備促進事業

・柳井地域の水道事業安定化を図るため、関係市町へ補助36,248水道料金安定化対策事業

・ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の適切な運用を促進
・食品表示に関する講習会の開催等による食品表示適正化の促進
・情報発信等による食の安心・安全に関する県民理解の促進
・協議会や県民参加の取組を通じた県民運動の促進

11,631食の安心・安全推進事業【４６頁】

・食品衛生検査の充実強化を図り、不適正食品を排除
・食品衛生法に基づく営業許可、監視指導等の実施40,289食品の安全確保事業

・牛、豚、鶏等食用となる家畜の検査25,115食肉衛生取締事業

・所有者明示の推進や円滑な譲渡に向けた取組により、飼主による
適正飼養を推進1,125動物愛護管理推進事業【３７頁】

・ミルクボランティア事業負傷犬猫の救命医療支援等により、更
なる譲渡の促進2,418地域で守る小さな命！やまぐち犬猫支援事業【２７頁】

・適正飼養の指導、動物の愛護及び管理に関する普及啓発76,641動物管理指導事業

・動物愛護センターの運営50,209動物愛護センター管理事業

・動物由来感染症の予防体制整備及び県民への情報提供
（動物由来感染症病原体等保有状況調査等）1,036動物由来感染症予防体制整備事業

【生活衛生課】

Ⅳ 所属別主要事業



事 業 の 概 要予算額（千円）事 業 名

・民間提案によるプラスチック資源循環の実証7,000プラスチック資源化促進事業【１６頁】

・「あなたの３Ｒ＋」コンテストの実施・普及啓発
・企業や大学と連携した環境学習の実施
・フィールドを活用した実践活動の促進

8,927ぶちエコやまぐち３Ｒ＋（ぷらす）推進事業【１４頁】

・漂着ごみの回収・処理や発生抑制対策支援、実態調査
・海底ごみ回遊・処理体制の確立に向けた支援
・瀬戸内海の海洋ごみプラスチックごみ対策として、山口県を含む14府

県が連携した発生源対策の検討・展開

57,654やまぐち海洋ごみアクションプラン推進事業【３４頁】

・「３Ｒ＋コーディネーター」等の支援チームの派遣による、
動静脈企業とのマッチングの促進

・動静脈産業に対する技術開発から普及拡大までの切れ目ない支援によ
る、資源循環ビジネスの事業化の促進

・３R＋認定製品、３R＋認定事業所の認定による、
再資源化製品の利用及び取組を促進

95,693動静脈連携・高度化による資源循環促進事業【１５頁】

・不法投棄等に対する監視体制や情報収集体制の確保
・産廃処理業界における人材の育成・確保や電子マニフェストの導入支援

85,139産業廃棄物適正処理強化事業【３５頁】

【廃棄物・リサイクル対策課】

Ⅳ 所属別主要事業



事 業 の 概 要予算額（千円）事 業 名

・鳥獣保護区等の設定や鳥獣保護管理員の巡視により、野生鳥獣の
生息地を保護8,940鳥獣保護区等設置事業

・傷病鳥獣の保護や野鳥に係る鳥インフルエンザ対策、愛鳥行事等
の実施832鳥獣保護推進事業

・やまぐち版クマ被害防止対策パッケージに基づき、関係機関と連
携して総合的なクマ対策を推進12,715ツキノワグマ被害防止総合対策事業【６頁】

・ニホンジカの生息状況調査3,905野生鳥獣適正管理事業

・狩猟免許試験、狩猟免許更新、狩猟者登録等の実施7,741狩猟免許事業

・山口県猟友会が実施する、狩猟事故の防止や狩猟者の育成に係る
普及指導事業等への補助2,700猟友会育成事業

・増加傾向にあるニホンジカなどの鳥獣管理、捕獲の担い手確保・
育成55,714野生鳥獣管理対策強化事業【３６頁】

【自然保護課 １／２】

Ⅳ 所属別主要事業



事 業 の 概 要予算額（千円）事 業 名

・自然公園管理員や自然公園指導員を配置、自然公園施設等の維持・
清掃、山焼き活動の支援等19,921自然公園保護管理事業

・自然公園施設の快適な利用のための維持補修等44,424利用施設維持補修事業

・中国自然歩道の草刈、清掃やパトロール等3,995中国自然歩道管理事業

・国交付金を活用した計画的な自然公園施設の改修等14,000自然公園等施設整備事業【３８頁】

・県内流域において各種団体等が連携して行う活動を促進するため基
礎調査や技術的助言等の支援1,914自然環境保全地域等対策事業

・民間の取組等により保全されている区域について、国の認定制度（
「自然共生サイト」）への登録を促進し、多様な主体と協働・連携
して生物多様性を保全する体制を構築

890生物多様性地域連携促進事業【１８頁】

・自然環境学習を推進するため、ビジターセンターに自然解説指導員
を配置177,693やまぐち自然環境学習推進事業

・体験学習プログラムの創出や多言語化を含む展示施設の更新により
秋吉台・角島ビジターセンターをソフト・ハード両面からアップデ
ート

34,634自然公園へGO！ビジターセンターアップデート事業【１７頁】

・指定管理によるきらら浜自然観察公園の管理運営71,381きらら浜自然観察公園管理運営事業【１８頁】

【自然保護課 ２／２】

Ⅳ 所属別主要事業



令和８年度 年間行事予定

所 管週 間・月 間 等期 間月

男女共同参画課若年層の性暴力被害予防月間—

４
環境政策課熱中症予防強化キャンペーン22日～10/28

県民生活課春の全国交通安全運動６日～15日

自然保護課みどりの月間（愛鳥週間含む）15日～5/14

県民生活課消費者月間—
５

県民生活課消費者ホットライン１８８の日18日

環境政策課環境月間—

６
生活衛生課住環境衛生推進月間—

廃棄物・リサイクル対策課不法投棄防止対策強化月間—

生活衛生課水道週間1日～7日

【４月～６月】



所 管週 間・月 間 等期 間月

生活衛生課夏期食品一斉監視指導期間１日～8/31

７ 県民生活課夏の交通安全県民運動１１日～２０日

自然保護課自然に親しむ運動21日～8/20

生活衛生課食品衛生月間—８

生活衛生課動物の飼い方マナーアップ強化期間１日～10/31

９

廃棄物・リサイクル対策課産業廃棄物適正処理推進期間１日～10/31

廃棄物・リサイクル対策課瀬戸内海プラごみ対策ネットワーク 瀬戸内海流域一斉清掃１日～11/30

生活衛生課動物愛護週間20日～26日

県民生活課秋の全国交通安全運動21日～30日

【７月～９月】

令和８年度 年間行事予定



所 管週 間・月 間 等期 間月

男女共同参画課男女共同参画推進月間—

１０

廃棄物・リサイクル対策課循環型社会形成推進月間—

廃棄物・リサイクル対策課３R推進月間—

廃棄物・リサイクル対策課食品ロス削減月間—

自然保護課自然歩道を歩こう月間—

県民生活課県民活動促進期間1日～11/30

環境政策課県民一斉環境美化活動促進期間1日～12/31

県民生活課犯罪のない安全で安心なまちづくり推進期間11日～20日

【１０月】

令和８年度 年間行事予定



所 管週 間・月 間 等時 期月

県民生活課高齢者の交通事故防止県民運動9日～15日

１１

人権対策室山口県部落差別解消啓発週間11日～17日

男女共同参画課「女性に対する暴力をなくす運動」期間12日～25日

県民生活課犯罪被害理解促進期間25日～12/1

人権対策室人権啓発推進月間－

１２

生活衛生課食品、添加物等の年末一斉監視指導期間１日～28日

人権対策室人権週間4日～10日

人権対策室人権デー10日

県民生活課年末年始の交通安全県民運動10日～1/3

【１１月～３月】

環境政策課省エネルギー月間－２

県民生活課高齢者の交通事故防止県民運動9日～15日３

令和８年度 年間行事予定



生活に関する県の相談窓口
【県民活動に関する相談】
やまぐち県民活動支援センター ０８３－９３４－４６６６
受付時間 火～金曜日 ９：００～２１：００（祝日・年末年始を除く）

土・日曜日 ９：００～１７：００（祝日・年末年始を除く）

【消費生活に関する相談】
山口県消費生活センター ０８３－９２４－０９９９
受付時間 月～金曜日 ８：３０～１７：００（祝日・年末年始を除く）

【犯罪被害に関する相談】
犯罪被害の総合的対応窓口（県民生活課） ０８３－９３３－２６１９
受付時間 月～金曜日 ８：３０～１７：１５（祝日・年末年始を除く）

【交通事故に関する相談】
山口県交通事故相談所（県民生活課） ０８３－９３３－２６２３
受付時間 月・火・木・金曜日 ９：００～１７：００（祝日・年末年始を除く）

【人権に関する相談】
山口県人権対策室 ０８３－９３３－２８１０
受付時間 月～金曜日 ８：３０～１７：１５（祝日・年末年始を除く）



生活に関する県の相談窓口
【配偶者等からの暴力に関する相談】
山口県男女共同参画相談センター（配偶者暴力相談支援センター）

相談専用 ０８３－９０１－１１２２
緊急用（ＤＶホットライン） ０１２０－２３８-１２２

受付時間 月～金曜日 ８：３０～２２：００（祝日・年末年始を除く）
土・日曜日 ９：００～１８：００（祝日・年末年始を除く）

【性暴力被害に関する相談】
やまぐち性暴力相談ダイヤル あさがお ０８３－９０２－０８８９
受付時間 ２４時間受付

【食に関する相談】
食の安心ダイヤル（生活衛生課） ０８３－９３３－３０００
下関市立下関保健所生活衛生課 ０８３－２３１－１９３６
受付時間 月～金曜日 ８：３０～１７：１５（祝日・年末年始を除く）

【動物の飼い方等に関する相談】
山口県動物愛護センター ０８３－９７３－８３１５
受付時間 月～金曜日 ８：３０～１７：１５（祝日・年末年始を除く）

やさしくあいご



【生物多様性に関する相談】
やまぐち生物多様性センター（自然保護課） ０８３－９３３－３０５０
受付時間 月～金曜日 ８：３０～１７：１５（祝日・年末年始を除く）

生活に関する県の相談窓口
【廃棄物の不法投棄等に関する相談】
不法投棄ホットライン ０１２０－５３８－７１０
（廃棄物・リサイクル対策課、各健康福祉センター）
受付時間 ２４時間受付

ご み は な い わ



環境生活部連絡先

【県民生活課（県庁本館棟２階）】
総務企画班 ９３３－２６０１
県民活動推進班 ９３３－２６１４
ＦＡＸ ９３３－２６２９

地域安心・安全推進班 ９３３－２６１９
ＦＡＸ ９３３－４１６９
a12100@pref.yamaguchi.lg.jp

【消費生活センター（県庁厚生棟２階）】
消費者政策班 ９３３－２６０８
消費者教育・相談班 ９２４－２４２１
ＦＡＸ ９２３－３４０７
a12100@pref.yamaguchi.lg.jp

【人権対策室（県庁本館棟５階）】
９３３－２８１０

ＦＡＸ ９３３－２８１９
a121002@pref.yamaguchi.lg.jp

【男女共同参画課（県庁本館棟１階）】
９３３－２６３０

ＦＡＸ ９３３－２６３９
a12800@pref.yamaguchi.lg.jp

【環境政策課（県庁本館棟２階）】
環境企画班 ９３３－３０３０
地球温暖化対策班 ９３３－２６９０
大気・化学物質環境班 ９３３－３０３４
水環境班 ９３３－３０３８
環境アセスメント班 ９３３－２９３３
ＦＡＸ ９３３－３０４９

a15500@pref.yamaguchi.lg.jp



環境生活部連絡先
【生活衛生課（県庁本館棟２階）】
指導班 ９３３－２９７０
水道班 ９３３－２９７８
食の安心･安全推進班９３３－２９７４
乳肉衛生･動物愛護班９３３－２８７１
ＦＡＸ ９３３－３０７９

a15300@pref.yamaguchi.lg.jp

【廃棄物・ﾘｻｲｸﾙ対策課(県庁本館棟２階)】
広域指導班 ９３３－２９８３
産業廃棄物指導班９３３－２９８８
適正処理推進班 ９３３－２９９８
ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝ推進班 ９３３－２９９２
ＦＡＸ ９３３－２９９９

a15700@pref.yamaguchi.lg.jp

【自然保護課（県庁本館棟２階）】
自然・野生生物保護班 ９３３－３０５０
自然共生推進班 ９３３－３０６０
ＦＡＸ ９３３－３０６９

a15600@pref.yamaguchi.lg.jp

《環境政策課：エコっちゃ》

環境生活部オリジナルキャラクター等の紹介

《県民生活課：エシカくん》 《県民生活課：188(いやや)マン》

《自然保護課：
やまぐち生物多様性ロゴマーク》


